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背景背景背景背景 眼科治療用線源の線量測定についてはアメリカ・ドイツ・オランダが水吸収線量と

して一次標準を持っているが、わが国では確立されておらず開発が求められている。そこ

で絶対測定に用いるファントムを検討するに当たり、EGS5コードを用いて、候補となるフ

ァントム材質および水に対する線量及びエネルギースペクトルの計算を行った。 

 

手法手法手法手法 線源はEckert&Ziegler社のルテニウム 106アイアプリケータのうちCOC型とCCB

型について計算した。図１に示すようにいずれの線源も球冠状であり、半径はそれぞれ

14 mm、12 mmである。CCB型は Crossらの ACCEPT3.0コードの結果[1]と比較するた

めに、Cross らの計算条件と同様の条件で計算した。COC 型は今後の研究で測定する予定

の線源であり、測定に用いる予定の Radiochromic フィルムを検出器として用いて深さ

2 mmの水吸収線量を測定する状況を想定し、複数の条件のファントムに対して計算した。 

 

結果結果結果結果 図 2に、CCB型についての相対線量を、線源の軸方向の深さに対してプロットした結

果を示す。Cross らの結果およびメーカーの参照値と良く一致した。また、COC 型につい

てフィルムの有感層に対するエネルギーデポジットを、水や候補となるファントム材質に

ついて計算した。タフウォータファントムの場合は深さ 2.0 mmから 2.1 mmの間で水深さ

2.0 mmの場合と 2%以内で一致した。よって、1%から 2%程度の補正を施すことで水中の

測定結果に換算することができる。こ

れは目標としている測定の不確かさ

7%と比べ十分に小さい。 
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図 2 CCB型の治療用線源を、半径 12.1 mmの水の球

に対して照射したときの、水の深さに対する線量の相

対値。それぞれ 2 mm に対して規格化した。●：本研

究。△：Crossら。曲線：メーカーによる参照値。 

図 1 線源の形状と深さ方向の軸。

矢印は深さ方向の軸を示す。球冠の

底を 0とし、図で上方向に深さを取

る。図中の h は CCB 型、COC 型

でそれぞれ 5.4 mm、7.5 mm。 
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